
次々に飛び出す質問や意見に，にこやかにこたえる安崎社長（左）と大柿光司同専務取締役
＝同上

「地域の産業創出について」と題して熱弁をふるう岩田紘一良
こういちろう

石川県参事
（元石川県工業試験場長）
＝同上

12月9日，共同研究センター主催で，

「科学技術フォーラム－LINK21－」が

開催され，学内外から多くの教職員

等が参加した。

21世紀を目前に，今，大学は地域

社会などに対して，重要な役割を担

っている。このフォーラムでは，

産・官・学で共通の認識を持つこと

が，より一層，社会の貢献につなが

るとし，「産」と「官」の代表的立場

からそれぞれ，産官学の研究開発事

例や研究活性化へのトライアルの紹

介等がなされた。研究をビジネスに

活かすことの困難さなど，経験談を

交えてのホットな話題提供は，参加

者の関心を大いにかきたて，とても

有意義な講演会となった。
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「地球環境への対応」と題した講演を行う株式会社小松製作所の

安崎
あんざき

暁
さとる

取締役社長
＝12月9日，工学部秀峯会館で

第42号　 2000（平成12年）.1

トップニュ
ース　　T

op  News
“科学技術フォーラム”で

社会に貢献する大学像を学ぶ
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医学系を中心にたくさん集まった教職員
＝12月8日，医学部で

巻頭言・12月のビッグニュース Foreword・Big  News

新年明けましておめでとうございます。心
配されたY2Kは何事もなく，穏やかな正月を
迎えることができました。多くの皆さん方に
ご協力とご苦労をいただき大変有難うござい
ました。
さて，西暦2000年は新千年紀のスタートで
あり，また21世紀に繋がる節目の年です。20
世紀は戦争と科学技術の世紀であったと言わ
れます。冷戦の終結は，民族間などでの新た
な対立をもたらしてはいるが，一方ではEU
に見られるようにボーダーレス化を促進して
いる。他方，科学技術は人間の利便性を追求
し続け，地球環境問題やネットワーク化され
た情報社会など，成長の限界とも言えるグロ
ーバル化を加速している。
即ち，行き着く処まで行ったのがボーダー
レス化であり，グローバリゼーションであろ
うが，余りにも急激な変化の流れは，社会，
政治，経済を混迷させるだけではなく，時に
は貴重な文化や伝統を埋没させ，その価値意
識さえも喪失しそうな勢いである。経済や社
会を安定させるための構造改革は必至であろ

うが，大切なことは人間らしさや地球らしさ

を取戻すために，自分達は今何をすべきかを

真剣に問い直すことであろう。

大学を取り巻く情勢も大きく変わりつつあ

る。大学は価値意識の鎮守の森として，ユニ

バーサルな学問研究を本流としつつ，そのう

えで自分らしさの個性を求めて発展する必要

がある。今，本学が進めている教養教育の充

実，大学院の重点化，国際交流，大学間や社

会との連携等々の改革は以上の考え方に立っ

てのものであり，それには総合を視野に置い

た全学的な合意形成が大切であることは言う

までもない。

“はやい変化”に対応するためには，慎重

さゆえの“熟慮”こそ肝要であり，この相反

する要求が満たされるとき，グローバリゼー

ションの中に本当の個性を見出すことができ

よう。“ゆっくり急げ　Festina  lente”を合

言葉に，21世紀に向けた助走の年を歩き始め

ることにしよう。

学　長

林　勇二郎

年　頭　所　感

巻頭
言

12月8日，医学部で，文部省高等教育局布村幸彦医学教育課長を講師に招いて，特別講演会「21世紀に向けた大

学及び大学院改革と新しい育成体制の在り方」を実施した。大学・大学院改革を一層推進すること，とりわけ医

学教育の将来展望を探ることを目

的に開催された同講演会では，「競

争的環境の中，大学の個性化と教

育研究の不断の改善，さらには21

世紀に向けた医療人の育成が求め

られている」との講演に，参加し

た約180人は熱心に耳を傾けてい

た。

“大学及び大学院改革”をテーマに講演会を開催

講演する布村医学教育課長
＝同左



●大　学　院
専攻（修士）の設置

公共システム専攻（法学）入学定員 5
保健学専攻（医学系） 入学定員 70 （医学研究科を医学系研究科に名称変更）

●大　　　学
学科の改組（工学）（工業教員養成課程の廃止） △50 △10 △6 △2

電気電子システム工学科 入学定員 50 教授　10，助教授　6，助手　2
△65（内△5は工業教員養成課程からの振替）△13 △5 △3

情報システム工学科 入学定員 65 教授　13，助教授　5，助手　3
教員養成課程の改組（教育）

△115
学校教育教員養成課程 入学定員 80

△40
障害児教育教員養成課程 入学定員 20 △51 △38

△40 教授　51，助教授 36
人間環境課程 入学定員 60

△30
スポーツ科学課程 入学定員 35

博士講座の増設（医学） △1 
救急医学講座 教授　1， 助教授　1， 助手　1［（項）大学附属病院から1人振替］

流動研究部門への定員振替（理学）
計算機実験学講座 助教授 △1（岡崎国立共同研究機構分子科学研究所への定員振替）

第３年次定員改訂（工学） △10（工業教員養成課程からの振替） △1 
共通 入学定員 10 教授　1，助教授　1

臨時増募の廃止
工学部 入学定員 △10

留学生センターの整備 日本語・日本事情担当教官 教授　1
副学長の設置 ［△1］ △1は学生部長

［ 2］ ［ ］書きは併任分
事務局と学生部の一元化等 ・事務局と学生部の一元化

庶務部を総務部に名称変更
学生部長の設置

・研究協力課の設置
・企画広報室の設置
・契約室の設置
・共通教育室の設置
・自然科学研究科事務部の設置
・教育学部附属学校事務部の教育学部事務部への一元化
・薬学部事務部とがん研究所事務部の統合

事務組織の見直しによる合理化減 一般職員△2
学位授与機構への振替減 一般職員△1
※その他，学年進行分の教官増，臨時増募の廃止（10年度～11年度分）に係る教官の減などがある。

●大学附属病院
治験管理体制の整備（医病） 医（二）技官　1，医（三）技官　1
総合診療部の整備（医病） 助手　1
看護職員の増（医病） 看護婦　1
講座増設に伴う減（医病）

救急医学講座 助教授△1
給食区分の変更（医病） 普通食 直営　→　買上

●研　究　所
事務組織の見直しの伴う 薬学部・がん研究所事務部へ
（項）国立学校への組替減

進
学

進
学

法学研究科

修士課程
法律学専攻

入学定員15人

（目的）
① 学術研究の進展や社会・経済の急激な
変化に対応できる政策企画能力を備えた
専門職業人の養成
② ボーダレス化の進む国際環境に対応で
きる公共政策の企画立案・評価能力を身
につけた専門職業人・研究者の養成
③ 国際的視野と政策企画能力を兼ね備え，
紛争処理や外国人との交渉能力も身につ
けた高度専門職業人の養成

［教育研究分野］
（１）公共政策

主としてナショナル・システム
における公共政策を諸側面にわた
り実証的に教育研究する。

（２）国際政治
主としてグローバル・システム

における政治的側面を，日本との
関係及び比較を考慮しつつ教育研
究する。

［社会人の教育］
大学院設置基準第14条に基づく教育方

法の特例（昼夜開講制）の実施

（新　設　後）（現　　　行）

法学研究科

法学部 法学部

法学科

入学定員
160人

公共システム学科

入学定員
55人

（共通）3年次編入学　10人

進
学

修士課程
法律学専攻

入学定員15人

修士課程
公共システム専攻

入学定員 5人

公共システム学科

入学定員
55人

法学科

入学定員
160人

（共通）3年次編入学　10人

進
学

進
学

医学研究科

博士課程
5専攻

1独立専攻

入学定員 80人

（目的）
① 近年の学術研究の進展や保健・医
療・福祉の複雑多様化，高度化，専門
化などに対応し得る資質の高い医療技
術者の養成
② 高度な専門知識を持ち，優れた
研究能力と指導力を持った教育者，
研究者などの養成
③ 21世紀の医療を支える新技術（人
に優しく，医療の効率化に配慮した，
最先端の保健医療技術）の開発

［教育研究領域］
（1）看護学領域
（2）医用放射線科学領域
（3）医用検査科学領域
（4）理学療法学領域
（5）作業療法学領域

［社会人の教育］
大学院設置基準第14条に基づく教

育方法の特例（昼夜開講制）の実施

（新　設　後）（現　　　行）

医学系研究科

医学部 医学部

医学科
（6年制）

入学定員 95人
3年次編入学 5人

保健学科
（4年制）
［5専攻］

入学定員 200人
3年次編入学 30人

保健学科
（4年制）
［5専攻］

入学定員 200人
3年次編入学 30人

修士課程
保健学専攻

入学定員 70人

進
学

博士課程
5専攻

1独立専攻

入学定員 80人

医学科
（6年制）

入学定員 95人
3年次編入学 5人
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講演する佐々木氏
＝12月21日，薬学部薬学講堂で

第42号　2000.1

12月21日，北海道大学先端科学技術共同センター客員教授の佐々木信夫

氏を講師に迎え，「大学における知的創造サイクル－研究成果とTLO－」

と題した講演会が開かれた。

独立行政法人化問題や大学の社会への開放・還元が求められている今

日，佐々木氏は，元特許庁技監といった視点から，大学で得られた研究成

果の産業化が重要であること，そのためには研究内容を特許権取得によっ

て保護しなければならないことなどを強調した。

特別講演会を通して

“研究成果の社会的還元”について考える

12月のビッグニュース Big  News

公共システム専攻（法学研究科）
保健学専攻（医学系研究科） の新設などが認められる

平成12年度政府予算（案）内示

12月22日，平成12年度政府予算案が文部省から内示され，

本学では，公共システム専攻（法学研究科），保健学専攻

（医学系研究科）の新設及び事務機構等の整備に伴う副学

長の設置などが認められた。

金沢大学大学院法学研究科公共システム専攻（M.C）新設の概要

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻（M.C）新設の概要

平成12年度政府予算（案）内示の概要
〈公共システム専攻（法学研究科），保健学専攻（医学系研究科）の概要は右掲〉

（併：医学研究科を医学系研究科に名称変更）
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外国人留学生も飛び入りで参加した太鼓の様子
＝12月14日，KKRホテル金沢（金沢市大手町）で

12月7日，医学部で，大学院医学研究科の学位記授与式が

行われた。今回，学位記を授与されたのは，博士課程修了

者13名と論文審査合格者8名の計21名。

学位記を授与する林学長
＝同左

告辞を述べる林学長
＝12月7日，医学部で

医学研究科
学位記授与式を挙行

12月の動き Movement

教養教育機構研究調査部
公開授業等を開催

“大講義室の授業”が公開された第1回公開授業風景
＝11月26日，総合教育棟で

留学生懇談会で交流を深める！

12月14日，市内のホテルを会場に，林勇二郎学長主催の

「金沢大学留学生懇談会」が盛大に催され，外国人留学生の

ほか，ホストファミリーや関係教職員など約300人が一同に

会し，国を超えて思い思いに交流した。

懇談会では，外国人留学生による歌，本学吹奏楽団によ

るサックス4重奏，ボランティア団体による太鼓が披露され

た。

教養教育運営委員会研究調査部主催による公開授業と研

究会が，このほど，2回にわたって開かれた。

これは，本年3月の第2回教養教育全学研究会の開催に先

立ち行われたもので，第1回目は，古畑徹助教授（文学部）が

「北陸史からアジア史へ」を授業科目に，大講義室での大人

数講義の授業方法を課題として授業を実践，続く第2回目に

は，小人数講義の授業方法を課題に，青野透教授（法学部）

が「ゼミナール　自分と向き合う社会認識」と題した授業

を公開した。どちらの講義にも，本学の若手教官ら多数が

出席し，授業方法等をめぐる意見交換が活発に行われた。
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12月の動き Movement

第42号　2000.1

12月の研修スナップ

●　文書実務研修
期　日：12月8日

受講者：文書作成に興味・意欲のある者　26名

場　所：事務局大会議室

雪が舞う中，順次献花を行う関係者
＝12月21日，医学部附属動物実験施設前で

修了証書を受け取る研修修了者
＝12月17日，事務局第3会議室で

12月17日，事務局第3会議室で，受講者のレベルに応じ，

約半年をかけて行われた「平成11年度語学要員養成研修」

の閉講式が行われた。式では，吉田真言庶務部長から修

了者4コース計15名一人ひとりに修了証書が手渡され，修

了者の今後の活躍を期待する激励の言葉が贈られた。

このたび，医学・薬学発展のため小さな命を捧げた実験

動物の慰霊碑が建立され，12月21日，医学部長をはじめ

とする関係教職員・学生ら170人余りが参加して，除幕式

が行われた。また，引き続き執り行われた慰霊祭では，

教育研究のための実験に供された動物たちの霊に対し，

参加者全員で黙とうをし，それぞれの想いを巡らせていた。

実験動物慰霊碑建立除幕式・
実験動物慰霊祭を執り行う

“語学研修”閉講式を実施

一致団結して除雪を行う寮生
＝12月21日，北溟寮前で

突然の大雪で通学・通勤等に大混乱が起こった12月21

日，北溟寮生有志は，寮前の道路の除雪を行った。

この道路は，車がやっと通れる位の狭い道で，積雪に

よって，車だけでなく人も難儀していた。また，近くの

弥生小学校・泉中学校の児童・生徒の通学路にもなって

おり，除雪によって小さい子供たちも歩きやすくなった。

寮生のみなさん！また雪が降ったらお願いしたい。

北溟寮生，除雪に精出す！

公文書の作成について学ぶ
＝12月8日，事務局大会議室で
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掲示板の画面

金沢大学では，何が起こるか分からな

いとされる西暦2000年問題に対処するた

め，12月28日17時から1月4日8時30分まで

「西暦2000年問題対策室」を角間ゲスト

ハウスに設置し，交替で約30人の職員が

泊り込み，“もしも…”の事故に対応を

した。

また，医学部附属病院及びがん研究所

附属病院でも，事前に入院患者の3日分

の食料を確保するなど万全な態勢をと

り，12月31日は，通常の3倍となる合計

約370人が泊り込み，生命維持装置等の

誤作動が起きた場合の処置など不測の事

態に備えた。

その結果，何事もなく，無事2000年を

迎えることができた。

現在，ペーパレス化の一環として，インターネットを

利用した事務局掲示板が，試行運用されている。内容は

今のところ，各部局スケジュール・施設等予約・簡単な

通知などとなっており，この掲示板システムを利用する

には，パスワードが必要。（詳細は，各部局庶務担当係ま

でお問い合わせください）

なお今後は，教職員のいろいろな意見を取り入れるこ

とによって，よりよいシステムとなることを期待したい。

アドレスは－
http：//www.kanazawa-u.ac.jp

Y2K問題－24時間態勢で対応－

(キューピーズ)
金沢大学ホームページ�

●本学「公式ホームページ」の面白い情報を紹介するコーナーです。�

　KUPIS　　　　　　情報�
その�10 掲示板システム�

話　　題 Topics

紹　　介 Introduction

クリック順

トップページ 学部・部局等 事務局 事務局掲示板

問題が発生した場合の対処等について，打ち合わせする関係職員
＝12月28日，角間ゲストハウスで



数々の功績に表彰
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編 集 後 記

あけましておめでとうございます。

高度情報化社会が直面する最大の危機と言われていた

コンピューター西暦2000年問題に対応するため，本学に

おいても年末年始にかけて対策室が設置され，万全の態

勢がとられました。今のところ何事もなく，ホッとして

います。対応に当たられた方々には，ご苦労さまでした。

一方，国立大学が直面している独立行政法人化問題は，

これからが正念場ではないでしょうか。

2000年という節目の年が金沢大学のさらなる飛躍の年と

なるよう微力ながら頑張っていきたいと思います。（上梨）

第42号　2000.1

数々の功績に表彰

このたび，医学教育等関係業務に顕著な功績のあった人に

贈られる医学教育等関係業務功労者表彰の被表彰者として，

本学から次の二人が選ばれた。二人は，大学病院関係業務に

永きにわたって精励し，多大な貢献をしたことが評価された。

新教育制度施行50年の節目を迎え，今春から新しい

幼稚園教育要領が施行されることもあり，このほど，

幼稚園教育の振興に功労のあった人に幼稚園教育功労

者表彰が贈られることとなった。本学からは，永年，

幼児教育の発展と幼稚園

の整備充実に寄与したと

して，元教育学部附属幼

稚園副園長が選ばれた。

伊関美津子 氏
（医学部薬理学講座）

笹島　正一　氏
（医学部附属病院検査部）

お知らせ Information

■医学教育等関係業務功労者表彰 ■幼稚園教育功労者表彰

小泉　しげ　氏
（元教育学部附属

幼稚園副園長）

総合移転第Ⅱ期計画事業進行中！－工事の最新の現状を写真でお伝えします。

←平成10年10月，工事着手前

←平成11年5月，調整池築提工事中

←平成11年11月，造成前の樹木伐採

（本部棟から西側を見る）
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◆本紙の内容，その他本学に関する諸情報については，「金沢大学ホームページ〈愛称“KUPIS”（キューピーズ）〉」
（アドレス ＝ http://www.kanazawa-u.ac.jp）でもご覧いただけます。

◆本紙に関する御意見・御要望などは，電子メール（E-mail ）＝ g e n e r a l 1 @ k e n r o k u . k a n a z a w a - u . a c . j p でも受け付けています。

ゆとりのページ +α

ＴＥＬ 076-264-5019
ＦＡＸ 076-234-4010

〒920-1192 金 沢 市 角 間 町
金沢大学庶務部庶務課研究協力・広報係

平成12年1月21日発行
（原則として毎月1回第3週に発行）

祝杯をあげる同志

14

11年ぶりにプロ野球セントラルリーグを制覇し，

喜びいっぱいのファンが，12月13日，市内某所に集

まり，中日ドラゴンズへの熱き思い，燃えるような

応援の様子を語り合った。会には10名が参加，渡邉

洋宇医学部附属病院長から託された優勝の記念品を

持参した梨子田同附属病院総務課長も出席し，優勝

記念品を前に，一同は垂涎
すいぜん

の喜びにひたった。

日本一は来年だ！！北陸シリーズは応援ツアーを，

名古屋ドーム観戦ツアーを計画する等，来季への応

援ボルテージは上がるばかり。これほどの熱き仲間

がいたのかと，ただ驚くばかり。

「我こそは…」のファンの方，一緒に盛り上がり

ませんか。（電話264 - 5752 西田企画室長まで）

次回の集いは，来季開幕前に開催予定。多数の出

席を待つものです。 吉田真言（庶務部長）

このコーナーは，皆さんの趣味や熱中していることなどを
紹介するコーナーです。写真や絵画に限らず，いろいろな作
品や季節感あふれる話題などをお寄せください。いつでも撮
影に出向きます。

よいしょ。こらしょ。教育学部附属幼稚園で行わ

れた「もちつき大会」の様子。

↑　小さな身体で重たい杵
きね

をよっこらしょ！

←　ありったけの力を込めて…


